
 

日本日中関係学会青年交流部会”第1 回定例会”報告 

 

新生青年交流部会の初回定例会は、コロナ禍で外出自粛要請のなか、下記の如くZoomによる

Web会議となりました。(文面の敬称省略をご容赦願います) 

 

日 時：2020年7月7日(火) 18:30 ～ 21:00(一部分科会21:30) 

参加者：登録者75名、参加者70名 

（内訳） 日本：41.4%、  中国､韓国､ベトナムなど：58.6％ 

     海外在住者からのアクセス：18.6％ 

   若者比率：85.7％ 

 事務局参加者：国吉、林、藤村、高山 

 大学ゼミ(五十音順）：湖南師範大学外国語学部研究グループ、拓殖大学 関口美幸ゼミ、 

東洋大学 劉永鴿ゼミ、日本大学 高久保豊ゼミ、明治大学 郝燕書ゼミ、 

 他   ：岡田実(拓殖大学教授)  王紅(立志会理事長) 

参加大学(五十音順）： 

日本から１２校＝関西大学、関西学院大学、慶應義塾大学、拓殖大学、大東文化大学、     

東京大学、東洋大学、日本大学、一橋大学、広島大学、明治大学、早稲田大学 

中国からは７校＝華東理工大学、湖南師範大学、上海師範大学、中山大学、南京大学、     

北京大学、北京外国語大学 

会議進行：総合司会：陳星竹(第6回宮本賞受賞者)、 

趣旨説明：朱杭珈(第6回宮本賞受賞者) 

運営サポート：高久保豊 

  

 

 



 

議 題： 

第１部 研究発表と質疑応答： 

第８回宮本賞最優秀賞受賞者 鈴木日和さん(慶應義塾大学法学部政治学科3年)  

「日本の若者層を中心とする対中世論改善の可能性」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要旨：日本の若者の対中世論改善について、 

中国を「知る」若者を起点に、中国に「近い」層」から、そうでない層への「拡散」には、ニュ

ーメディアが大きな役割を果たす。 

 

 

 

 



 

 

第２部 第8回宮本賞受賞者 一人一言 

    幹事会、事務局メンバー紹介、第２回以降の定例会に向けた抱負説明 

 

 第3部 ７組に分かれて分科会(宮本賞受賞者への感想レターを中心とした懇親会) 

 

【青年交流部会講評】 

「若者主体･若者の目線」「小さく軽やかに始める」をスローガンに、新生青年交流部会第１回定

例会は、第8回宮本賞受賞者14人（グループ）のうち、やむをえず不参加の2人を除き、ほぼす

べての受賞者が参加して、はからずも今春中止になった若者シンポジウムのWeb版となりまし

た。 

会議開始30分前から続々と入場者が相次ぎ、開始時間にはすでに若者の熱気が十分感じられ、

終了時には第2回目以降の更なる期待を伺わせる大盛況ぶりでした。 

Webを活用しての交流は、コロナ後の新手法として、国境を跨ぐこの種の活動には、ぴったり

でした。そして第2回以降への足掛かりもかなりできたと思います。 

参加した若者、オブザーバーの皆さんからも多くのご意見、アドバイスを頂きました。 

今回次世代を担う若者の交流場面に接し、改めてその重要性を再認識しました。日中関係学会の

主要活動である若者交流部会は、新しい場面に入ったと確信いたします。 

参加された皆様に心から御礼申し上げます。特に今回部会長の高久保理事､朱さん､陳さんの3名

は大変お疲れ様でした。そのご尽力に心より感謝申し上げます。   （三村記） 

 


